
議
第
九
十
一
号

岐
阜
県
水
源
地
域
保
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

岐
阜
県
水
源
地
域
保
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
三
日
提
出

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
水
源
地
域
保
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
水
源
地
域
保
全
条
例
（
平
成
二
十
五
年
岐
阜
県
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

九
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
そ
の
」
を
「
水
源
地
域
内
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二

十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
号
中
「
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
十
七
条

第
一
項
」
を
「
、
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第

十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第

二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
二
十
一
条
を
第

二
十
二
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
九
条
中
「
土
地
所
有
者
等
」
の
下
に
「
又
は
開
発
行
為
者
」
を
加
え
、
「
そ
の
」
を
「
こ
れ
ら
の
」
に
改

め
、
同
条
第
一
号
中
「
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
十
七
条
第
一

項
」
を
「
、
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す

る
。第

十
八
条
第
一
項
中
「
土
地
所
有
者
等
」
の
下
に
「
又
は
開
発
行
為
者
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す

る
。第

十
七
条
第
一
項
中
「
日
」
の
下
に
「
又
は
開
発
行
為
の
完
了
の
日
」
を
、
「
第
十
五
条
第
一
項
各
号
」
の
下

に
「
又
は
第
十
六
条
第
一
項
各
号
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
に
次
の
二
号
を
加
え
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

三

第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

変
更
後
の
予
定
年
月
日
の
六
十
日
前
（
当
該
予
定
年
月
日
が

当
初
の
届
出
を
し
た
日
か
ら
六
十
日
を
経
過
し
た
日
以
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
予
定
年
月
日
の
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前
日
）

四

第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項

変
更
後
の
開
発
行
為
に
着
手
し
よ
う

と
す
る
日
の
六
十
日
前

第
十
六
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
二
十
条
第
一
号
及
び
第
二
十
四
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
前
条
第
一
項
（
同

条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
二
十
条
第
一
号
及
び
第
二
十
四

条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
前
項
の
」

に
、
「
土
地
所
有
者
等
」
を
「
者
」
に
、
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
届

出
者
」
の
下
に
「
（
土
地
所
有
者
等
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
開
発
行
為
の
届
出
）

第
十
六
条

水
源
地
域
内
に
お
い
て
、
土
石
の
採
掘
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
土
地
の
形
質
の
変
更
又
は
水
資
源

を
採
取
す
る
た
め
の
設
備
の
設
置
（
以
下
「
開
発
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
（
以
下
「
開
発
行

為
者
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
開
発
行
為
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
日
の
六
十
日
前
ま
で
に
、
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

開
発
行
為
者
及
び
開
発
行
為
者
か
ら
開
発
行
為
に
係
る
工
事
を
請
け
負
う
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

開
発
行
為
の
着
手
の
予
定
年
月
日

三

開
発
行
為
の
完
了
の
予
定
年
月
日

四

開
発
行
為
に
係
る
土
地
の
所
在
及
び
面
積

五

開
発
行
為
の
目
的

六

開
発
行
為
に
係
る
権
原
の
種
別
（
所
有
権
以
外
の
権
原
に
あ
っ
て
は
、
種
別
及
び
内
容
）

七

開
発
行
為
の
種
別
及
び
内
容

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
事
項

２

前
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。

一

開
発
行
為
者
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
き
。

二

非
常
災
害
に
際
し
必
要
な
応
急
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
開
発
行
為
が
行
わ
れ
る
と
き
。

三

森
林
法
第
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条
第
二
項
の
許
可
を
受
け
て
開
発
行
為
を
行
う
と
き
。

四

森
林
の
施
業
及
び
管
理
に
必
要
な
開
発
行
為
で
あ
る
と
き
。

五

水
源
地
域
の
水
収
支
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
開
発
行
為
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
を

行
う
と
き
。

３

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
当
該
指
定
の
区
域
の
変
更
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
指
定
」
と

い
う
。
）
の
際
現
に
当
該
指
定
に
係
る
水
源
地
域
（
当
該
指
定
の
区
域
の
変
更
に
あ
っ
て
は
、
当
該
変
更
に
よ

り
新
た
に
水
源
地
域
と
な
っ
た
区
域
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
に
お
い
て
開
発
行
為
を
行
っ
て
い
る
場
合
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に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
開
発
行
為
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
日
の
六
十

日
前
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
水
源
地
域
の
指
定
の
日
（
当
該
指
定
の
区
域
の
変
更
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指

定
の
区
域
の
変
更
の
日
）
か
ら
三
十
日
以
内
」
と
、
「
次
に
」
と
あ
る
の
は
「
次
の
各
号
（
第
二
号
を
除

く
。
）
に
」
と
す
る
。

４

指
定
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
当
該
指
定
に
係
る
水
源
地
域
内
に
お
い
て
開

発
行
為
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
開
発
行

為
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
日
の
六
十
日
前
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
あ
ら
か
じ
め
」
と
す
る
。

５

第
一
項
（
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者

は
、
当
該
届
出
に
係
る
開
発
行
為
を
休
止
し
、
再
開
し
、
廃
止
し
、
又
は
完
了
し
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
事
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
水
源
地
域
内
に
お
い
て
開
発
行
為
を
行
っ
て
い
る
者
に
対
す
る
改
正
後
の
第
十

六
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
十
六
条
第
一
項
中
「
当
該
開

発
行
為
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
日
の
六
十
日
前
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
三
年
一
月
三
十
一
日
」
と
、
「
次
に
」

と
あ
る
の
は
「
次
の
各
号
（
第
二
号
を
除
く
。
）
に
」
と
、
改
正
後
の
第
十
七
条
第
一
項
中
「
第
四
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
四
項
並
び
に
岐
阜
県
水
源
地
域
保
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
二
年
岐
阜
県
条
例
第

号
）
附
則
第
二
項
」
と
す
る
。

提

案

説

明

水
源
地
域
内
に
お
い
て
開
発
行
為
を
行
お
う
と
す
る
者
に
対
し
事
前
の
届
出
を
義
務
付
け
る
等
の
た
め
、
こ
の

条
例
を
定
め
よ
う
と
す
る
。
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